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本稿では「クラスプログラミングの

基本」を踏まえて、クラスの応用的な

使い方を解説します。

とくに、オブジェクト指向において

重要な要素である“ポリモーフィズム”

について解説します。これを理解する

と、オブジェクト指向のメリットがは

っきり理解できます。

しかし、ポリモーフィズムを理解す

るには、いくつかの前提となる知識が

必要になります。前半はその前提とな

るクラスの使い方や動作などについて

解説し、後半はポリモーフィズムその

ものについて解説したいと思います。

オブジェクトを作成した際の、メモ

リがどのように使われるかを知ること

は重要です。まずは、いくつかのサン

プルコードを紹介して、メモリがどう

使われているかを確認してみましょう。

Orderクラスと用語補足

たとえば、リスト1のようなOrderク

ラスがあるとします。Orderクラスに

は、Noという名前で変数が宣言されて

います。Noのようにクラス内でメソッ

ドの外側に宣言された変数のことを

「メンバ変数」と呼びます。また、メソ

ッド内に宣言された変数は「ローカル

変数」と呼びます。これらの用語は、

この後の解説でも多く出てきますので、

今のうちに整理しておいてください。

■Orderクラスをインスタンス化

（その1）

Orderクラスをインスタンス化する

には、以下のようなコードを使います。

Dim objOrder As New Order
objOrder.No = 100
Msgbox(objOrder.No)

この場合は、図1のようなイメージで
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Public Class Order
' メンバ変数（データ）
Public No As String

End Class

リスト1：Orderクラス
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メモリ上にオブジェクトが作成されま

す。

オブジェクト参照変数のobjOrderに

は、オブジェクトそのものが格納され

るわけではなく、メモリ上のアドレス

が格納されます。アドレスは「メモリ

上の場所情報」で、アドレスを参照す

ることにより、実際のオブジェクトの

場所を特定しています。

実際のオブジェクトには、Noメンバ

変数の値「100」が格納されます。実行

結果は当然ですが“100”と表示されま

す。

■Orderクラスをインスタンス化

（その2）

では、次に以下のコードを確認しま

しょう。

Dim objOrder As New Order
objOrder.No = 100
Dim objOrder2 As New Order
objOrder2.No = 200
Msgbox(objOrder.No & " " & objOrder2.No)

この場合は、図2のようなイメージで

メモリ上にオブジェクトが作成されま

す。オブジェクトは、オブジェクトご

とにメンバ変数やメソッドを持つイメ

ージであるため、オブジェクトごとに

領域がメモリ上に確保されます［注1］。そ

のため、objOrderのNoメンバ変数

「100」と、objOrder2のNoメンバ変数

「200」はそれぞれメモリ上の別の領域

に値が格納されます。

したがって、実行結果は「100 200」

と表示されます。

■Orderクラスをインスタンス化

（その3）

では、次に以下のコードを確認しま

す。

Dim objOrder As New Order
objOrder.No = 100
Dim objOrder2 As New Order
objOrder2.No = 200
objOrder2 = objOrder
Msgbox(objOrder.No & " " & objOrder2.No)

「Orderクラスをインスタンス化（そ

の2）」のサンプルコードと違う点は、5

行目の、

objOrder2 = objOrder

です。

これはどのような動作になるのでし

ょうか？　この場合は、図3のようなイ

メージになります。objOrder2のオブジ

ェクト参照変数に代入されるのは、obj

Orderのオブジェクト参照変数に格納

されているアドレスなのです。したが

って、objOrder2のオブジェクト参照変

数は、objOrderのオブジェクトを参照

することになります。

すなわち、どちらのオブジェクト参

照変数も同じobjOrderのオブジェクト

を参照する結果になるため、実行結果

は「100 100」と表示されます。このこ

とを認識していないと、誤ってバグを

生んでしまう可能性もありますので、

十分な注意が必要です。

なお、今回のようにクラスを元にオ

ブジェクトを作成した場合は、メモリ

確保の方法は「参照型」になりますが、

たとえば「Integer型」で変数を作成し

た場合は「値型」となります。詳しく

はMicrosoft Visual Studio .NET ドキュ

メントの「値型と参照型」をご覧くだ

さい。
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図1：メモリ上に作られたOrderクラスのオブジェクト
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図2：メモリ上には2つのオブジェクト

注1）メソッドはオブジェクトごとに動作しますが、
コード（処理）は同じなので、メソッドのコードは
オブジェクトごとにはメモリ上に作成されません。




